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女
性
が
活
躍
で
き
る

　
社
会
の
必
要
性

　

女
性
の
社
会
進
出
が
増

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
女

性
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
政
策
・
方

針
決
定
過
程
に
お
け
る
指
導
的
な
地
位

へ
の
参
画
は
、
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
労
働
人
口
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
女
性
の
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
企
業
や

社
会
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
の
大
き

な
原
動
力
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
女
性
の
活
躍
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
女
性
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
な
改
善
措
置
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、「
八
尾
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」「
第
２
次
や
お
女
と
男
の
は
つ

ら
つ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
審
議
会
な

ど
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
割
合
は
、
目
標
の
35
％
に

対
し
、
平
成
25
年
度
末
で
27
・
８
％
と

じ けん ん

目
標
の
数
値
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
10
月
「
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員

の
登
用
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
女
性
委

員
の
登
用
率
を

今
年
度
末
ま
で

に
35
％
以
上
、

平
成
32
年
度
末

ま
で
に
40
％
以

上
と
す
る
目
標

数
値
を
掲
げ
、

女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
、
あ
ら

ゆ
る
場
に
自
分
の
意
思
で
参
画
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は

一
人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
人
生
こ

れ
か
ら
！
い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
き
た

い
ね
ん
。」。
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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誰
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が
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
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き
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　男
女
共
同
参
画
社
会
へ

▲ポジティブ・アクション
普及促進のためのシンボル
マーク「きらら」

続
・
河
内
名
所
図
会
を
訪
ね
て
③ 

〜
大
坂
夏
の
陣
と
木
村
重
成
の
墓
〜

三
一
巻

　

こ
れ
ま
で
に
、『
河
内
名
所
図
会
』

に
描
か
れ
た
豊
臣
家
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
十じ
ゅ
う

三さ
ん

峠
と
玉た
ま
の

祖お
や

神
社
を
訪
ね
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
豊
臣
家
と
徳

川
家
の
最
後
の
戦
い
と
な
っ
た
大
坂

の
陣
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
ま
す
。

　

慶
長
19
年
（
１
６
１
４
年
）
の
大

坂
冬
の
陣
を
経
て
、

翌
年
５
月
の
大
坂

夏
の
陣
で
は
八
尾

の
地
も
戦
場
に
な

り
ま
し
た
。

　

十
三
峠
を
下
っ
た

ふ
も
と
に
陣
を
置

い
た
徳
川
方
の
井

伊
家
は
、
十
三
街
道

を
経
て
若
江
（
東
大

阪
市
）
に
向
か
い
、

豊
臣
方
の
木
村
重
成
の
軍
と
戦
い
ま

す
。
一
方
、
徳
川
方
の
藤
堂
家
は
一

部
が
井
伊
家
と
共
に
若
江
に
向
か
い
、

本
体
は
八
尾
の
常
光
寺
や
久
宝
寺
寺

内
町
の
辺
り
で
豊
臣
方
の
長
ち
ょ
う

曽そ

我か

部べ

盛も
り

親ち
か

の
軍
と
戦
い
ま
し
た
。

　

両
地
と
も
激
戦
と
な
り
、
多
く
の

戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
若
江
の
戦

い
で
は
豊
臣
方
の
木
村
重
成
、
徳
川

方
の
藤
堂
良
勝
や
山
口
重
信
ら
が
戦

死
、
八
尾
の
戦
い
で
は
徳
川
方
の
藤

堂
高た
か

刑の
り

ら
が
戦
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
い
で
多
く
の
家
臣
を
失
っ

た
藤
堂
家
は
、
常
光
寺
に
墓
を
造
っ

て
菩ぼ

提だ
い

を
弔と
む
ら

っ
て
お
り
、
藤
堂
家
が

宝
暦
14
年
（
１
７
６
４
年
）
に
建
立

し
た
墓
碑
（
勢せ
い

伊い

死し

事じ

碑ひ

）の
内
容
が『
河

内
名
所
図
会
』
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
若
江
の
地

で
戦
死
し
た
木
村
重

成
と
山
口
重
信
の
墓

が
第
二
寝
屋
川
を
隔

て
て
南
北
に
あ
り
、

『
河
内
名
所
図
会
』

の
挿
絵
に
も
同
じ
配

置
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

亀
の
台
座
が
特
徴
的
な
山
口
重
信
の

墓
碑
は
忠
実
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
坂
の
陣
は
、
豊
臣
秀
頼
が
自
害

し
大
坂
城
の
落
城
に
よ
り
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
戦
い
の
こ
と
は
、
江
戸

時
代
の
人
々
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
い
た
こ
と
が
『
河
内
名
所
図
会
』

か
ら
分
か
り
ま
す
。

▲『河内名所図会』に描かれた
　木村重成と山口重信の墓の挿絵




